北九州餓死事件の経過報告について

首都圏生活保護支援法律家ネットワーク　

事務局長　弁護士　森　川　　　清　
＜北九州餓死事件の経過報告＞

１　事案の概要

　　２００７年７月１０日、小倉北区で５２歳の男性が死後約１ヶ月経って一部ミイラ化した状態で見つかった。男性は２００６年１２月２６日から生活保護を受給していたが、２００７年４月２日に保護を辞退したとして同月１０日、保護廃止となっていた。

２　時系列

2006.10月まで　タクシー運転手として稼働していたが、疾病のため仕事を辞める

12.６　小倉北福祉事務所で姉と一緒に「相談」

12.７　保護申請。電気代２ヶ月滞納。ガス・水道は止められていた。電気については保護申請後、１万円の貸付により滞納を解消して通電
12.26　12.7付けで開始決定

開始時の検診結果はアルコール性肝障害・糖尿病・高血圧で「軽作業可」

2007.1.16　自宅訪問（就労指導）

1.18　来所（就労指導）求職活動状況届書を毎月提出するよう指導

2.23ころ　ケースワーカーが主治医に聴き取りを行い、「普通の仕事ができる」と言われたとして病状調査票にその旨記載。嘱託医も「主治医の意見どおり」とする

2.23　自宅訪問。普通就労可となったのでより一層の求職活動を行うようにと指導。文書指示・停廃止についても触れる
3.19～　ＣＷから男性への電話連絡がとれない状態が数日続く

3.26　電話連絡がつく

3.28　６ヶ月以内に自立見込みであるとして「１９年度自立重点ケース」に選定

3.29　固定資産税の減免申請のため区役所を訪れたついでに来所（就労指導）

　　　精神科受診を勧めたが本人が「いいです」と返事したとのこと

4.２　保護費支給日のため、来所。就労指導すると「自立して頑張ってみます」との申し出があり、「自立しますので平成１９年４月１０日を持って保護を辞退します．」との辞退届が出された、とのケースワーカーの説明。
ケースワーカーは自立のめどについて確認せず

保護費約８万円支給

4.10　保護廃止　残り２０日分の保護費は法８０条に基づき返還免除

廃止時、電気は通っていたが、ガス・水道は止まっていた

（日付不詳）日記「せっかく頑張ろうと思っていた矢先、切りやがった。生活困窮者は、早よ死ねってことか」

　5.25　日記「小倉北のエセ福祉の職員ども、これで満足か。貴様たちは人を信じる事を知っているのか。３月、家で聞いた言葉、忘れんど。市民のために仕事せんか。法律はかざりか。書かされ、印まで押させ、自立指どうしたんか」

「午前２時　腹減った。オニギリ腹一杯食いたい。体重も６８キロから５４キロまで減った。身体の動きが鈍い。何もかもなくなりました。全部自分の責任です。だけど汚い人間多かったナ」

　　 　　5.26　日記「午前３時　人間食ってなくてももう１０日生きてます。米食いたい。オニギリ食いたい」

（日時不詳）「寝たきりで、見るからにやせこけて土色の顔をして、食べるものもない様子だった」（近隣住民）

6.５　最後の日記「午前３時　ハラ減った。オニギリ食いたーい。２５日米食ってない」

7.10　男性宅の異変に気づいた住民らから小倉北福祉事務所を通じて小倉北署に通報があり、署員が部屋の中で一部ミイラ化した遺体を発見

自宅には水道・ガスが通っていなかった

３　事件後の北九州市の対応と運動など
　　7.11　市保護課課長と小倉北福祉事務所長「モデルケース」発言

　　　　　市地域福祉部長「（広島高裁）判決は知らず、『自立のめどがあるかどうか客観的に判断する』という運用はしていなかった」
7.13　日本弁護士連合会「会長談話（北九州市小倉北区の餓死事件について）」

7.15　生活保護問題対策全国会議　現地調査と緊急声明「北九州市は事実を検証し責任の所在を明らかにせよ‐辞退届により保護を打ち切られた男性の孤独死事件を受けて‐」

7.18　福岡県弁護士会会長声明「生活保護の適正な運用を求める声明」

7.18  市長「『モデルケース』は適切な表現ではなかった」

　　7.20　北九州市生活保護行政検証委員会第５回会合

　　　　　市地域福祉部長「モデルケースという発言は適切さを欠いていた」

「広島高裁判決は認識していない」

　　7.23　全国青年司法書士協議会会長声明
7.26　生活保護問題対策全国会議外１０団体による公開質問状提出（北九州市宛て・厚生労働省宛て）

7.30　検証委員会第６回会合…小倉北福祉事務所所長以下ヒアリング

　　　　　小倉北福祉事務所長「お亡くなりになったのはお気の毒だが私どもの事務は誤っていない」「稼働年齢層の人から辞退届が出れば、ケースワーカー１０人いれば１０人が廃止する」
　　　　　市地域福祉部長「北福祉の判断に乱暴な点があったんじゃないか」

　　7.31　市長「打ち切る場合、自立のめどが本当にあるかどうか、丁寧に見なければならない」

　　8.1　広島高裁判決の記事が０６年１０月の担当課長会議で配布されていたことが報じられる（朝日）

　　8.8　検証委員会第７回会合

市保護課長「広島高裁の判決を知らなかったという点を訂正する。不適切だった」

　　8.10　主治医が、事件発覚直後に小倉北福祉事務所に電話し「普通の仕事ができるとは言っていない」と言っていたことが各社で報じられる
小倉北保護第１課長「抗議とは受け止めていなかった。事実関係の確認は検証委員会に諮りたい」

　　8.24　生活保護問題対策全国会議を中心に、３６４人と４団体が告発人となって、小倉北福祉事務所長を公務員職権乱用罪及び保護責任者遺棄致死罪で福岡地方検察庁小倉支部に告発。あわせて厚労省への申し入れ、福岡法務局北九州支局に対する人権侵犯申告、検証委員会宛て要望書提出
8.24　検証委員会第８回会合
　　　　　小倉北の担当ケースワーカーと主治医のヒアリング。「普通の仕事ができる」と言ったか否かの差は埋まらなかったとされた
　　9.6　生活保護関係全国係長会議
　　　　・「例えば扶養義務等を理由に申請書を交付しないなど、法律上認められた保護の申請権を侵害しないことは言うまでもなく、」

　　　　・辞退届は強要してはならない／誤信に基づく辞退届・真意によらない辞退届は効力を有しない／廃止決定にあたっては自立のめどを聴取するなどが必要

　　9.7　北九州市・保護担当課長会議で厚労省の見解を伝える

　　　　 市保護課長「小倉北区のような事案が二度と起きないようにするため、厚労省の見解を徹底させたい」

　　9.11　市長、数値目標の記載とりやめと辞退届の運用見直しを表明

　　9.12　門司と小倉北の事件について市地域福祉部長が過失を認める

　　9.13　市長、市議会で門司と小倉北の事件について過失を認め陳謝

　　9.17　生活保護支援九州ネットワーク設立記念集会・設立総会

　　10.1　検証委員会中間報告
　　　　　05年八幡東・06年門司・07年小倉北３件ともについて過失を指摘する内容
　　　　　水際作戦と言われても仕方ない／数値目標の存在が職員を縛っているのではとの指摘もなされた
　　10.1　生活保護問題対策全国会議、中間報告を受けて北九州市に対する声明

　　10.10～11.9　中間報告についてのパブリックコメント募集

　　10.12　告発後の状況について担当検事と面談、告発人316人を追加
　　10.13　生活保護問題対策全国会議　北九州集会
　　10.15　日弁連より調査団派遣

　　10.18　検証委員会第１１回会合
　　10.29～11.2　厚労省監査（市本庁と小倉北）

　　11.9　日弁連・パブリックコメント
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